
ABEイニシアティブ「修士課程およびインターンシップ」プログラム概要 

日本企業の「アフリカビジネスの水先案内人」の育成 

• 日本政府と産業界の共同プログラムとして、
修士号取得と企業インターンを実施 

• 長期留学により日本社会と文化に理解を持つ、
アフリカの高度産業人材を育成 

• アフリカ産業人材と日本企業との人脈形成 
• 日本企業への就職も期待 
• アフリカの産業人材育成機関の能力強化 

アフリカでの
日本企業の 
活動支援へ 

8月-10月 11月-翌年5月 9月（2週間） 9月-（1.5～2.5年間） 修了時（2週間～半年） 

学習機会（修士課程）・ 
企業インターンシップの提供 

日本企業の進出・活動支援 

大学 
・69大学 
・135研究科 
・年間788人分 
 の受入枠 
企業 
・117社の関心 

アフリカ54か国 
・民間人材 
・政府人材 
・教育人材  

   計900人 
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※Boxの色は活動場所を表す。青：現地、緑：本邦、黄色：日本企業 

運営体制 
1. 運営委員会（東京・年1回）         ：外務省、文部科学省、経済産業省、経団連、JICA 

2. 国別運営委員会/選考委員会（現地・都度開催）：日本大使館、JETRO、日本商工会議所、先方政府、JICA 

3. 事務局    ： JICA 

4. 運営支援機関 ： JICAにて選考/契約 



第1バッチの選考結果 
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受入れ目標人数：150名 
選考結果：応募者合計676名→ 大学面接合格239名→ 最終合格者168名 
※12名の辞退者が出たため、156名が来日。 

＜国別選考結果内訳＞ ＜来日者所属別内訳＞ 

  応募者 最終来日者 

ケニア 331 55  (12) 

南ア 50 14  (11) 

タンザニア 123 29  (5) 

モザンビーク 53 17 (12) 

エチオピア 69 23  (0) 

コートジボワール 6 3  (2) 

ルワンダ 21 10  (2) 

スーダン 23 5  (0) 

合計 676 156  (44) 

民間人材 政府人材 教育人材 その他 

23  (10) 21  (1) 10  (0) 1  (1) 

6  (6) 8  (5) 0  (0) 0  (0) 

6  (4) 14  (1) 7  (0) 2  (0) 

0  (0) 15  (13) 3  (0) 0  (0) 

5  (0) 13  (0) 4  (0) 1  (0) 

2  (2) 0  (0) 1  (0) 0  (0) 

5  (1) 4  (0) 0  (0) 1  (1) 

0  (0) 5  (0) 0  (0) 0  (0) 

47  (23) 79  (20) 25  (0) 5  (2) 

（ ）内は企業推薦の数 



第1バッチの進捗状況 
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• 大学の参画状況 

• 今後のスケジュール      

登録大学・研究科 69大学135研究科 
（2014年10月現在） 

第一バッチ受入大学・
研究科 

48大学70研究科 
 

第一バッチ受入 
学術分野別内訳 

工学48名、農学32名、理学11名、経
済・経営35名、ICT12名、医療・保
健・薬学2名、政治・公共政策14名、
その他2名 

来日プログラム 9月8日～9月24日 

大学での履修 9月下旬～（修士課程2年間） 

企業インターン ・夏季：2015年7月～9月（2週間） 
・修了後：2016年9月以降（2週間～6か月） 
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企業の参画状況 

登録企業 117社（2014年10月現在） 

第一バッチ合格者 
推薦企業（推薦付合格者数） 

22社（44名） 

第一バッチ推薦元企業 
業種内訳 

商社、メーカー、コンサルティング、情報・
通信、廃棄物・リサイクル、旅行会社 等 

※サービス業は、情報・通信、商社、物流、金融、コンサ
ルティング、外食産業、メディア・広告、等を含む サービス業 

56% 

（65社） 

製造業/その他 

32% 

（38社） 

小売業 

4% 

（5社） 

卸売業 

8% 

（9社） 

関心表明企業117社の業種区分 
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第一バッチの分析と今後の課題 

 目標受入人数150名に対し、676名と多くの応募があり、アフリカ側の高い

ニーズを確認。 

 これまで日本の大学から69大学、135研究科からの事前登録、日本の企

業から117社の関心表明があり、産官学一体となった実施体制を構築。 

 今後の課題は、本イニシアティブの趣旨に照らし、企業推薦を受けた人材や

民間人材の比率を高めること。企業向け説明会や個別訪問の機会を増や

すとともに、来日研修員の企業見学およびインターンシップの機会を増やし、

企業と研修員とのマッチング、ネットワークづくりを支援予定。 

 エボラ出血熱対策については、研修員受け入れ時の健康診断および体温

検査を行うなどの対策を実施中。第二バッチ以降の流行国3か国（ギニア、

リベリア、シエラレオネ）からの受入れは、状況を見極めたうえで政府方針に

従い決定予定。 
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第２バッチ以降の予定 
受入人数計画 2015年 350人 

2016年 300人  
2017年 100人 

対象国 アフリカ54か国 

第2バッチ 
スケジュール 

応募期間：2014年8月～10月末 

選考：2014年11月～2015年5月 

来日：2015年8月または9月 

 ABEイニシアティブ関連情報へのアクセス 
JICAホームページ http://www.jica.go.jp 

・JICAホームページの民間連携トップページに最新の情報を
随時掲載。 
・企業登録を随時募集。 

・登録企業・大学に対し、研修員プロフィールを公開、マッチン
グ促進予定 


